
 

‟“10月より月に２回、コーディネーターが市民活動センターに常駐することになりました„❞ 

団体の今後の活動についてなど、コーディネーターへ相談がありましたら、予約制で対応いたします。

ZOOM の使い方について、会議への参加の仕方や主催方法など、ZOOM をはじめてみたいけど仕組みが解

らない方向けに、30 分程度の簡単なレクチャーも行います。 

どちらも、人数制限を行った上での完全予約制となりますので、事前のお問合せをお願いします。 

ZOOM 用端末はご持参ください。 

常駐日：10月 12 日（月）13 時～17時・10 月 28 日（水）10 時～13 時 

11 月９日（月）13 時～17 時・11 月 25日（水）10 時～13 時 

    ※12 月以降の常駐日については、ホームページ等でお知らせします。 

 

 

『ＳＤＧsから考えるわたしたちのまちの今とこれから』 

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧs）については、市民活動団体も大きな役割を

担っています。みなさんの日頃の活動がどうやって関わってくるのか、ワークショップを交えてじっくり

と学んでみませんか？ 

 

講 師：高橋 朝美 関東 EPO／関東 ESD センター コーディネーター 

開催日：令和２年 11 月９日（月）18～20 時 

場 所：cocobunjiWEST 5 階 リオンホール 

定 員：30名（事前申込制） 

申込み締め切り日：令和２年 10 月 31 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪９月１日より予約システムを導入しました。これに伴う変更事項をお知らせします≫ 

●お電話での会議室の仮予約は８月 31 日（月）で終了いたしました。 

●今後の仮予約は予約システムからのみとなります。ご利用には別途登録が必要です。予約システム登録

申出書提出後、2週間で登録カード（ＩＤ番号）を発行します。 

●システムからの仮予約後、利用日の３日前までに窓口で使用申請（本予約）の手続きが必要です。 

（３日前までに本予約の手続きが無い場合、仮予約は自動的にキャンセルとなります） 

●使用料が発生する場合のお手続は、上記期限に関わらず、平日午前９時～午後５時までです。 

●会議室の抽選予約申込は利用日の５カ月前、11 日～19 日です。落選した場合、翌月１日午前 9 時よ

り先着順の申込みとなります。 

 ※会議室 B の相互利用は２カ月前の１日より先着順となります。（抽選はありません） 

国分寺市公共施設予約システムの運用開始 

コーディネーターが常駐します 

市民活動団体向け講座開催 

１面 予約システム・コーディネーター・団体向け講座のお知らせ 

２面 登録団体紹介コーナー 

３面 協働ニュース 

４面 センター長通信・団体からのお知らせ 

くぶんじ協働ニュース第 62号 
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センター登録団体紹介コーナー 

 緑と自然を育てる会は環境基本計画に基づき、環境ひろばの実践団体として、2007年 

4 月より姿見の池緑地における活動を開始しました。活動の目的は姿見の池における生物

多様性の実現とその象徴としてのホタルの復活です。保全作業と並行して 2011 年 6 月

より『ホタルの夕べ(飼育したホタルの展示)』を始めました。毎回 1000 人弱の参加があ

り、2017年迄に 7回開催しました。2018年より平家ホタルの飼育と姿見の池における自

然発生をメインに取り組み始め、ようやく、2018年６月に 10頭、2019年は 30頭が姿見

の池で羽化し飛翔しました。本年は 27頭を確認しています。 

保全作業に関しては、2014 年より東京経済大学ボランティアサークル「Clover」と提携し、学生の皆さんに参加頂いて

います。本年度はコロナ禍の中で、大学のキャンパスは閉鎖されているため、学生の皆さんの参加が出来ず、現在は会のメ

ンバーと新会員で作業を実施しています。  

  

【活動予定】保全作業（月２回）各月第１日曜日（１月を除く）及び第 4日曜日 

【作業時間】９：30～11：00 

【集合場所】姿見の池保存緑地（緑と自然を育てる会の緑色の幟が目印） 

【そ の 他】雨天中止です。 

作業できる服装で、靴はスニーカー等。軍手、飲み物は用意しています。 

お気軽に参加・お問い合わせください。 

【連絡先】 代表：橋本 正美 

携帯メール：rusia-masami-84@docomo.ne.jp 携帯電話：090-2555-4229 

PC メール：ｍ.hashimoto@ab.auone-net.jp  

携帯番号：090-2555-4229 電話&FAX：042-328-2351                             

  

緑と自然を育てる会 

団体紹介 
随時募集中！ 

「医系学生への教育に地域の皆さんのご協力をお待ちしています。」 

私共の会は医系の学生さんが、実際の患者さんとお話しする前に、模擬の患者として面接し、会話の中で学生に

何が足りなかったのかを気づいてもらう活動です。看護学生・理学療法士の学生・歯学部・薬学部・医学部と学生さ

んは多種にわたりますが、患者が安心して信頼を寄せることができる医療者になるためのお手伝いです。ボランティ

ア活動ですが交通費と行動費等はお支払いしています。 

現在、コロナ禍で医系学生の実習ができなくなっていますが、医療系の教育をしている先生方と相談して、模擬患

者も学生も新型コロナに感染しない対策をして医療面接に臨みました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人響き合いネットワーク東京ＳＰの会国分寺支部 

当会には会員が 54 名登録されていますが２施設までの対応はできますが、それ以上になると対応出来ま

せん。生き活きとした若い学生さんと会話をすることで、私達も若返ります。ぜひ皆さんのご参加ください

ますようにお願いします。練習や試験ではない医療面接は見学できます。 

【連絡先】 090-9680-9239（神永 教子） 

 

 

 

 

自己紹介と 

患者氏名の確認  

フェイスガードを 

つけて血圧測定 

 

K 看護大学の活動風景 

模擬患者は全員２週間

の体温測定と 

マスクの着用            

パソコン画面

でのオンライン

面接 

          

Ｊ大学の活動風景 



 

 

【国分寺市協働事業審査会実施報告】 
●10 月２日（金）に平成 31 年度（令和元年度）実施事業（下表参照）について団体より報告を行い、審査

会委員からの質疑について担当課とともに回答しました。今年度も市とともに６事業実施しています。 

【提案型協働事業】 

【公募型協働事業】 

●10 月 13 日（火）に提案型協働事業第２次審査（団体プレゼンテーション）を実施しました。 

【公募型協働事業実施団体（委託先団体）を募集】 
●市では下記事業の委託先となる市民活動団体を募集します。委託先団体は書類審査と協働事業審査会の内容

審査（プレゼンテーション・質疑）で選定します。詳しくは募集要項をご覧ください。 

申込期間：10 月 15 日（木）～26日（月）事前に連絡のうえ、申込書などを直接担当課へ。 

※募集要項・申込書は担当課にて配布。市 HPからダウンロード可 

事業名 実施団体（市民活動団体） 市担当課など 

小さい子どもを育てる人のための本の時間 ははがよむ 図書館課 

協力課：公民館課 

北の原地域センター運営に関するサポート事業 ふれあい北の原 協働コミュニティ課 

事業名 実施団体（市民活動団体） 市担当課など 

ぶんじデザインラボ協働事業 NPO 法人 MYstyle@ まちづくり推進課 

市民室内プール親子ひろば事業 コアラッコ・親子ひろばサポート国分寺 子育て相談室 

こくぶんじ青空ひろば事業 認定NPO法人冒険遊び場の会 子ども子育て事業課 

市職員NPO 派遣研修業務委託 国分寺・協働を進めるNPO連絡会 協働コミュニティ課 

事業名 提案団体 市担当課など 

「市重要史跡恋ヶ窪村分水」活用事業 美しい用水の会 ふるさと文化財課 

協力課：学校指導課 

多職種による妊娠期からのサポート事業 ゆいぼっこ 

～地域につなげるサポーター’ｓ～ 

健康推進課 

事業名 概要 

こくぶんじ青空ひろば事業 

 

＜市担当課＞ 

子ども子育て事業課 

（いずみ児童館） 

電話 042-322-8849 

市内 10か所の公園を活用し、午前中は地域の中で孤立しがち

な乳幼児と保護者が安心して立ち寄り、遊びと交流ができる場

となり、午後は戸外におけるさまざまな遊びを展開すること

で、小・中学生が安心して放課後を過ごすことのできる場とな

る「こくぶんじ青空ひろば」を開催する。 

こくぶんじカレッジ協働事業 

 

＜市担当課＞ 

まちづくり推進課 

（市役所第２庁舎） 

電話 042-325-0111（内 456） 

官民連携の視点を取り入れたまちづくりに関する事業を、自ら

企画・立案・実践するまちづくりの担い手（プレーヤー・アド

バイザー）を育成する連続講座を企画・運営する。情報発信・

講座修了生のプロジェクト実践に向けた支援なども行う。 

３ 

協働事業ニュース  



コミュニケーションワークショップのご案内 

《ケンカしないで“いい案„ 出そう！》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体からの 

発行・編集  
こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 市民生活部 協働コミュニティ課） 
〒185-0012  
東京都国分寺市本町２-２-１ cocobunj EAST３階 アクティ・ココブンジ 
Tel 042-327-３771 ／ Fax 042-327-３772 
e-mail kccpc@bz04.plala.or.jp 
http://www.collabo-kokubunji.com/ 
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前回、「こらぼ 61 号」で「新型コロナウイルス感染症も５月上旬をピークに徐々に落ち着きつつあり

ます～」とお話しましたが、その後急速に感染者が増え、新規感染者がほぼ毎日 200 人超という状況に

なっていました。今回の原稿がこらぼとして発行される頃に感染者数がどのようになっているのかはわか

りませんが、日ごとに変わっていく状況を見極めつつ、慎重な行動をとっていく事の必要性を強く感じて

います。 

さて、巷でもよく聞かれるようになった「コロナ禍」という言葉ですが、いまや説明も不要、という状

況となりました。最初この言葉を見たときは、「鍋」？と見間違ったり、発音しても「コロナカ」が「コロ

ナ禍」と結びつかないという違和感がありましたが、今では公の場でも普通に交わされる言葉になってい

ます。一方、テレビでもコロナ以外の事がトップニュースとなることも徐々に増えてきています。9 月の

連休中は、公園で汗を流す人たちの姿を多く見かけました。状況に適応し順応していく人間のしたたかさ

を感じるとともに、現在の私たちの行動が将来を変えていくという責任感を肌身に感じました。将来、現

在のコロナ禍の状況がどのように評価されるのか気になるところです。 

市としてはこれからの半年、次年度の予算編成事務を中心に行ってまいりますが、ウィズコロナを念頭

においた予算編成にならざるをえないと考えております。これまで皆様と培ってきた市民活動センターの

良さは引き継ぎつつ、コロナ時代の市民活動とはどのようなものなのかを引き続き考えてまいりたいと思

います。                            センター長 新出 尚三 

 

 

「雪どけ」がオンライン講座を開始！ 

 

編 集 後 記 
コロナ禍で施設の利用制限は続いてい

ますが、会議室予約も増え、皆様の活動

も少しずつ戻りつつあるのだなと感じ

ています。アクティ・ココブンジも９月

で１周年を迎えました。皆様の活動の場

としてこれからもご活用くださいね。 

（Ｍ） 

Go➝To 吹矢体験会に行こう！ 

（一社）日本スポーツウエルネス吹き矢協会

国分寺支部

 

「

」

コミュニケーション学習会 

ウィンウィンサークル国分寺 

KOKUBUNJI 
Collabo 

センター長通信 

４ 

雪どけ

 


